
中国問題について講演す

る中崎氏

裏付
け
て
い
る。

一、
六
月
四
日
の
軍
に
よ
る
銃

撃
時
運
動
を
し
て
い
る
人
寺え

考
え
て
い
な
かっ
た
こ
と。
近
代

一
化
を
図
る
こ
の
大
切
な時
期
に、

平
静
を装っ
て
い
る
が
深
刻
な状一
中
国
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ

況
に
あ
る。
一
連
の事
件
の
真
相一
と
を
行っ
た。
人
民
の
信
頼
を裏

は
ど
こ
に
あ
る
か
冷
静
に見
極
め一
切っ
た
こ
と
で、
今
後、
近
代
化

る
必
要
が
あ
る」
と
話
し
た。
主一
を
や
り
と
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か

な
講
演
の
内
容
は
次
の
通
D。
一
わ
か
ら
な
い。

一、
中
国
は
今、
一
見
平
静
さ一
一、
八
年
後
の一
九
九
七
年
に

を
装っ
て
い
る
が
恐
怖
政
治
が
行一
中
国
返
還
が決
まっ
て
い
る
香
港

わ
れ
て
い
奇
越
紫
陽・
前
総
書一
はパ
ニ
ッ
ク
状
態
に
あ
奇
香
港

記
が指
名
手
配
さ
内
経
済
人、
一
の
経
済
を
享
そ
き
た
中
間
管
理

知
識
人
ら
を
合
内
八
千
人
が
逮一
職、
知
識
階
級
の
海
外
脱
出
が
続

捕、
摘
発
さ
れ
て
い
る。
さ
ら
に一
い
て
い
る。
イ
ギ
リ
ス
のパ
ス
ポ

増
え
そ
う
で、
ゆ
く
ゆ
くは
百
万一
I
ト
が持
っ
て
い
る人
は
イ
ギ
リ

人
に
の
ぼ
る
と
さ
え
い
わ
れ
て
い一
スへ
の
移
住
を
求
め、
オ
l
ス
ト

る。
そ
う
な
る
と、
ま
さ
に
。
収一－フ
リ
ア
の
ダ
I
ワイ
ン
近
郊
に、

容
所
大
陸。
の
様
相
時
そ
れ
ほ一
ニ
ュ
1
香
港
を建
設
しょ
2
い

と事
態
が深
刻
だ
と
い
う
こ
と
を一
う
話
さ
え
出
て
い
る可

「
中
国
の
事
態
は
深
刻」

政福

奮井
語新
会問

中
嶋
氏
尋
坊蹴）
が
講
演

福
井
新
聞
政
経
懇
窪田
の
第
百一
究
員
と
し
て
香
港
に留
学、
ま
た

五
十一
回
例
会
が、
三
十一

旦止一
文
化
大
革
命
以
来
の
中
国
評
論
で

午
か
ら
福井
新
聞
社
五
階
ホ
1
ル一
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
砂
受
け
る
な

で
聞
かれ、
講
師
の
東
京
外
語
大一
ど
中
国
通
で
知
ら
れ
る。
こ
の
日

教
授、
中
嶋
嶺
雄
氏
が
「
中
国
は一
の
講
演
で
も
最
近
の
中
国
情
勢
に

ど
う
な
る
か」
の
テ
l
マ
で
話
し一
つ
い
て
生
々
し
い
報
告
を
し
た。

た。
中
嶋
氏
は、
外
務
省
特
別
研一
そ
の
中
有「
現
在
の
中
国
は一
見

一、
中
国
は
国
家
財政
が
危
機

に
ひ
ん
し
て
お
b、
外
貨
不
足
に

なっ
て
い
る。
開
放
政
策
で
外
貨

が必
要
な
時
に、
事
件
を
起
こ
し

て
し
まっ
た。
さ
ら
に
外
債
の
返

還
が
始
ま
る。
一
九
九
二
年
か
ら

毎
年
百
二
＋億
米
ド
ル
を
返
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
今
後、

中
国
と
の
取
引
に
は
中
国
の
尉
政

状
態を
よ
く
知っ
た
う
え
で、
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

一、
今
回
の
デ
モ
の
真
相
は
何

か
と
い
う
と、
胡
耀
邦・
元
総
書

記
の
追
悼、
趨
紫
陽・
前
総
書
記

券
支
援
す
る
も
の
で
は
な
い。
そ

れ
ら
は
き
っ
か
け
で
は
あ
っ
た

が、
学
牛古
の
本
当
の
極り
い
は

H
官
倒。
に
あ
っ
た。
中
国
共
康

党
幹
部、
政
府
首
脳
の
腐
敗
を
無

一冨
の
う
ち
に
批
判
す
る
こ
と
だっ

た。
親
の
特
権
で子
供
が出
世
す

る、
そ
う
い
う
腐
敗
ぶ
りを
た
ま

ら
な
い
と
思っ
て
い
た。
そ
の
こ

と
を
訴
sφQ
学
生
ら
の
ハ
ン
ス
ト

は、

支持
を
得
て
い
た。

一、
ゴ
ル
バ
チョ
フ
ソ
連
共
産

党
書
記
長
の
訪
問
を
受
伐
中
y

和
解を
達
成
vぶ～
こ
と
で
郵
小
平

民
は
ほっ
と
し
た
に
違
い
な
い。

非
毛
沢
東
路
線
を
歩
ん
だ
郵
民
に

中
ソ
和
解
は
必
然
の
テ
l
マ
で、

感
無
量
だっ
た
だ
るつ。
そ
れ
で

引
退
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
思

う。
し
か
し、
中
国で
は、
い
か

な
る人
も
組
織
の上
に
君
臨
し
て

は
主り
な
い
こ
と
に
なっ
て
い
る

の
に、
組
紫
陽・
前
総
書
記
は
ゴ

ル
パ
チョ
プ
民
に
「
中
国
の
童
大

事
項
は
最
終
的
に
郵
民
が
決
断
す

る」
と
述ベベ
最
高
秘
密
を
漏
ら

し
た
こ
と
で
郵
民
と
対
決
す
る
こ

と
に
なっ
た。
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